
加入国際学術団体に関する調査票 

 
 

１ 国際学術団体活動状況（内規第 11条 活動報告） 
団

体

名 

和 世界工学団体連盟 
英 World Federation of Engineering Organizations（略称 WFEO） 

団体 HP（URL） 
http://www.wfeo.org 
（日本学術会議が加盟していることの記載 有 ） 

国際学術団体における最近

のトピックについて 
（学術の進歩、当該団体の推

進体制の変化、国際機関・政

府・社会との関わり方等） 

2018 年の WFEO 設立 50 周年に合わせ、UNESCO と WFEO
の間で、UNESCO-WFEO Paris Declaration を締結し、国連

の持続可能な目標（SDGs）を推進するためのエンジニアリン

グの重要性を宣言した。 
2019 年 11 月 19 日、UNESCO の承認により毎年 3 月 4 日を

World Engineering Day for Sustainable Development と設

定した。 
当該国際学術団体の対応す

る分野の学術の進歩に貢献

した事例 

2019 年、WFEO は国連ハイレベル政治フォーラムに招待さ

れ、持続可能な開発のための国家政策を推進する上での科学、

技術、工学の役割に関する国連のガイダンス作成に貢献した。 
また WFEO は、2020 年 3 月に発表された第 2 回ユネスコエ

ンジニアリングレポートの主要な章の執筆を担当した。 
政策提言や世界の潮流にな

りそうな研究テーマ・研究方

式・研究助成方式等について 
 

WFEO は工学界の世界的潮流に関し、政府、大学、業界、専

門のエンジニアリング機関とともに工学の SDGs 推進への貢

献を Engineering 2030 にとりまとめた。また WFEO は

International Federation of Engineering Education Society
（IFEES）、International Network for Women Engineers 
and Scientists （ INWES ）、 International Center for 
Engineering Education（ICEE）等の機関と密接に協力し、

工学教育の推進に貢献している。 
日本人役員によるイニシア

ティブ事項や日本からの参

加によって進展や成果があ

ったものについて 
 

日本人役員としては、WFEO 副会長兼常設災害リスク管理委

員会（CDRM）の委員長（2009 年～2013 年石井弓夫氏、2013
年～2017 年：小松利光氏）を務めてきた。2017 年より CDRM
の水災害分野小委員長を塚原健一が務め、工学分野における

国際的な災害リスク管理の議論に大きな貢献を行っている。 
2020 年より塚原 WFEO 分科会委員長が、WFEO 活動の基本

方針を検討する Strategic Planning Committee 委員に選出さ

れ、SDGs 推進等における日本の工学の役割を発信している。 
加入していることによる日

本学術会議、学会、日本国民

への変化やメリットについ

て 

世界工学会議（WEC）が 2015 年京都で日本学術会議との共

催で開催され、皇太子殿下（当時）のご臨席・ご挨拶を賜り、

国内学会及び技術者への大きなインパクトがあった。 
2020 年より日本工学会主催、日本学術会議後援にて毎年 3 月

に「世界工学の日記念シンポジウム」（2020 年は新型コロナウ

イルスの関係で中止）を開催し、持続可能な開発における工学

の役割を広く日本国民に広報する機会となっている。 
 



その他（若手研究者・女性研

究者育成法、科学者の倫理に

関する当該国際学術団体の

基本方針や憲章、資金提供ソ

ースの発掘における画期的

な方策等の特記事項など） 

WFEO は工学分野での若手、女性の活躍、工学倫理の確立を

積極的に支援しており、専門技術委員会には、Young 
Engineers / Future Leaders 委員会、Women in Engineering
委員会、Anti-Corruption 委員会等が設置されている。 

 
２ 今後の予定について（内規第 11条 活動報告） 

総会、理事会の日本開催の予

定について（招致等の予定も

含め） 

WECC2015 を総会と共に京都市にて 2015 年に開催してお

り、総会招致の予定はしばらくはない。 

日本人の役員立候補等の予

定について 
2022 年 3 月に開催される総会にて、塚原 WFEO 分科会委員

長が理事に立候補予定。 
現在、検討中の日本からの提

言や推進するプロジェクト

等の動きについて 

WFEO の常設委員会である CDRM では、災害に関するシン

ポジウムの開催やユネスコなどの国際機関との国際連携を推

進するプロジェクトを立ち上げている。今後 SDGs への貢献

等を WFEO 分科会にて議論を進めていく。 
 

３ 国際学術団体会議開催状況（内規第 11条 活動報告） 
総会・

理事

会・各

種委員

会等の

状況 
 

総会開催状況 

2022 年（開催地予定：サンノゼ)、2019 年（開催地：メルボルン）、 

2017 年（開催地：ローマ）、2015 年（開催地：京都） 

（総会は 2 年に 1 回開催、2021 年はコロナ禍のため 2022 年に延期） 

理事会・役員

会等開催状況 

2022 年（開催地予定：サンノゼ)、2020 年（開催地予定：キガリ）、

2019 年（開催地：メルボルン）、2018 年（開催地：ロンドン）、 

2017 年（開催地：ローマ）、2016 年（開催地：リマ）、 

2015 年（開催地：京都） 

（理事会は年 2 回開催され、上記以外の 1 回は本部のあるパリで毎年

春開催される） 

2020 年のキガリでの理事会・役員会はコロナ禍のため中止 

各種委員会

開催状況 

2022 年（開催地予定：サンノゼ)、2020 年（開催地予定：キガリ）、

2019 年（開催地：メルボルン）、2018 年（開催地：ロンドン）、 

2017 年（開催地：ローマ）、2016 年（開催地：リマ）、 

2015 年（開催地：京都） 

（常設専門委員会は原則年 1 回開催。2009 年以降は日本は主に災害リ

スク管理委員会に出席） 

2020 年のキガリでの各種委員会はコロナ禍のため中止 

研究集会・会

議等開催状

況 
同上 



上記会議等への日本人

の参加・出席状況及び

予定 

2019 年総会（メルボルン） 5 名（代表派遣：塚原健一） 
2018 年理事会（ロンドン） 3 名（代表派遣：塚原健一） 
2017 年総会（ローマ）   5 名（代表派遣：塚原健一） 
2016 年春理事会      3 名（代表派遣：小松利光） 
2015 年 総会・理事会会議（京都）多数 
2015 年春 拡大理事会会議（パリ） 5 人（代表派遣：小松利光） 
 

国際学術団体における

日本人の役員等への就

任状況（過去 5 年） 

役職名 役職就任期間 氏名 会員、連携会員の別 

副会長 2013～2017 小松利光 (22 期）会員 

出版物 

１ 定期的（1 年数回） 主な出版物名：Ｅニュースレター 
     （2 年 1 回） 各専門委員会活動報告書 
       
２ 不定期（1 年複数回）主な出版物名；各専門委員会の報告書・ガイドラインな

ど 
活動状況が分かる年次報告等があれば添付又は URL を記載 

WFEO 会長からの日本の WFEO 活動への引き続きの積極的参加を求める梶田会長への書簡を添付 

Biennial Report 2017-2019 

http://www.wfeo.org/wp-

content/uploads/WFEO_Biennial_Reports/WFEO_Biennial_Report_2017-2019.pdf 

 

 

  



４ 国際学術団体に関する基礎的事項（内規第 3条、4条、5条） 

国
内
委
員
会
（
内
規
４
条
第
３
号
） 

委員会名 WFEO 分科会 

委員長名 塚原健一 

当期の活動状況 

（開催日時 主な審議事項等） 
第 1 回 2021 年 2 月 3 日 
第 2 回 2021 年 12 月初旬（WFEO 年次総会に向けた準備等を

議論） 
2020 年度は国際活動が極端に制限され十分な活動ができなかっ

たが、2021 年 3 月 4 日に日本工学会主催で開催された第 2 回世

界エンジニアリングデー記念シンポジウムを後援し、塚原委員長

始め分科会委員も多く参加した。また、WFEO が共催する第５回

斜面防災世界フォーラム（WLF5）2020 京都（開催は 2021 年 11
月に延期）には塚原委員長が組織委員会に参画し準備を進めてい

るところ。 
 
 

内
規
第
３
（
国
際
学
術
団
体
の
要
件
関
係
） 

国際学術交流を目的とする非政府的かつ非営利的団体である 

１．該当する 

 

※根拠となる資料の添付又は URL を記載 

https://www.wfeo.org/wp-

content/uploads/governing_documents/WFEO_Constitution_2022_General_Assembly.pdf 

 
 各国の公的学術機関及び学術研究団体等が国際学術団体に国を代表する資格を有して

加入するものが、主たる構成員となっている（主たる構成員が、いわゆる「国家会員」で

あるか否か） 

 

１．該当する 
 
※根拠となる資料の添付又は URL を記載 

https://www.wfeo.org/wp-content/uploads/governing_documents/ 

WFEO_Constitution_approved_nov_2019.pdf 

 
下記の事項（ア～エ）のいずれか一つに該当するか（該当するものに○印） 

 
ア 個々の学術の専門分野における統一的かつ世界的な組織を有するもの 
 

イ 研究の領域が複数の専門分野にわたるものであって、統一的かつ世界的な組織を有す

るもの 
 

○ウ  研究の領域が複数の専門分野にわたるものであって、ア又はイの国際学術団体を連



 

合した世界的組織を有するもの 

 

エ 構成員のうち、各国代表会員がアジア地域等我が国が関係する地域等に限られるもの

であって、当該国際学術団体の研究の領域が複数の専門分野にわたるもの 

 
10 ヵ国を超える各国代表会員が加入している 

１．該当する  

加入国数及び

主要な各国代

表会員を 

10 記載 

（約 90 ヶ国） 
・各国代表会員名／国名 

Conselho Federal de Engenharia e Agronomia (Brazil) 
American Society of Civil Engineers (USA) 
China Association for Science and Technology (China) 
The Institution of Engineers, India (India) 
The Institution of Civil Engineers (UK) 
Ordre des Ingénieurs et Architectes de Beyrouth (Lebanon) 
Consiglio Nazionale degli Ingegneri (Italy) 
Instituto de la Ingenieria de España (Spain) 
Engineers Australia (Australia) 
Ingénieurs et Scientifiques de France(France) 
(www.wfeo.org/nationals/) 


